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AnExaminationoftheDocumentsoftheSudaFamilyinFormer
theUshiboriVi11age,NamekataCounty,IbarakiPrefecture
HiroyukiKADOMAE
Aftertheau亡horhadvisitedtheresidenceofMr.SudaMasao,adescendantofthemainstockofthe
SudafamilyntheformerUshiborivi量IageseveraltimeshediscoveredthedocumentsoftheSuda
family,asalreadyreportedinthe/1ηη照 ∬ReportρブtheInstituteq〆Humanities,ル陀〃'
o
University,
No.33.Itwasinthesummerofl989.璽nsteadofexamin孟ngthedocumentsthemselves,theauthor
aimedtoarrangetheentiresetofdocumentsanddrawupalistofthem,andstartedtcm kethelist
thefollowingyear.Hedecidedtoclassifythedocumentswithoutanypreviousarrangementof
classificationitems.Ittookmoretimethanoriginallyexpected,buttheauthorfinallycompletecthe
listandwouldliketoreportitasaresultofhis"lndividua且ResearchGrant."Theaggregatcnumber
isab◎uttwo-hundredninetyandconsistsofthedocumentsintheformofpamphletsandthe
unbounddocuments.Thefollowingistheclassificationandthenumberofitems
[CollectioninPamphlets】ICollectioninSheets】
LandI2Politic;oftheVI亘lage 19
Politicsofthevmage27ControversiesandIssues25
辱
Situationo#'thevillagel3PictorialMaps 51
Household:Lineage24AnnualTribute 20
Household;ManagementlgHousehold;Lineage 3互
ArtandSciencel6Household:Management 20
Tom且111ArtandScience 13
Total 179
隔
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門 前 博 之
水戸藩南領16ケ村の一つに牛堀村があるが、須田家はその牛堀村に住 し、近世初頭以来牛
堀村 とともに隣村永山村の庄屋を兼帯 し、天保の改革期及びそれ以降には大御山守 を勤めた
家であ る。 この須 田家 の所蔵文書 につ いて は、すで に年報No,29の拙稿で述べ たごと く、国
文学研究資料館史料館 と茨城県立歴史館 とに所蔵されている。 この両所蔵文書群はともに須
田家の新宅か ら寄贈されたものであるが、この文書群のなかには新宅創設以前の村方文書 も
ふ くまれて いる。本誌No.29の 拙稿は両文書 群の検討 か ら確立過程にお ける近世 の村 を考 察
しょ うと した もので あ ったが、 その後 も研究 を継続 し、年報No:33の報告 で記 した関心 か ら
須田本家筋の須田正男氏宅をお訪ねするうちに須田本家文書をみつけることができた。その
間の状況 につ いて は年報No.33の報告 に略記 したので省略す るが、 この文書群 をみ つけての
ち は、文 書検討 を主 とす る研 究 を断念 し、 この文'書群の 目録作成 を当面 の課題 と した。 さ い
わ い年度 内 に完成 す る ことがで きたので以 下 に成 果 と して掲載す るこ どと した いが 、 この 文
書辞 の伝来 や特徴等 につ いて触れ てお こ う。
先 ず 、 この文書 群 の伝来につ いて考 え てみ ると、須 田本家筋 に伝 え られた とい うことには
間違 いないの だが 、 それ が いか に伝え られ たか、新宅の分家以前文書 との関係 は というこ と
な どにな ると必ず しも明確では ない。 須田家 に新宅が創設 されたのは天 保15年 だが、幕末 ・
鴎
維新期には須田家は本家が諸生派ないし門閥派、新宅が天狗派ないし尊捜派にそれぞれ組み
する。 門閥派が一掃 され ると、本 家(茂 十郎=源 之丞)は 慶応4年 閏4月 藩庁 よ り開所 を命 じ
られ、 これ によ って本家 の資産 は耀 売 りに掛 け られ ること となる。本 家の宅地 ・農 地 な どは
新宅ほかによって買請けられ、明治6年帰籍が許されると本家(当主源之丞は帰籍が許 された
年 に没 し、長男内蔵八は逃走中江声にて没す)は10才の駒之丞に叔父二人を後見 として:再興
が試 み られ るのだが(以 上、明治20年 『宗 家蒋興顛末録 』。歴史館所 蔵)、この過程 におけ る
須田本家の文書群はどのように取 り扱われたのであろうか。新宅の文書群に混入される可能
性は十分あ った筈である。にもかかわ らず本家の文書は本家の文書 として伝来 してきている
こ とか らすれば、新宅の新宅創設以前の村方文書は新宅が庄屋などを勤めた際に引き継 いだ
必 要 な文書 で、本 家の文書群 はそのまま本 家 に伝え られた ということとなる。「史料 館所蔵史
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料 目録」第19集の須田家文書の解題で 「比較的整 っているのは天保 一慶応期」と述べ られて
い る が 、 それ も以上のような文書の伝来の結果と考え得るかも知れない。
須田四郎氏のお話を中心 に維新期以降の本家の御当主をたどると、駒之丞 (後見人の放逸
のたあ牛堀にて本家を再興 しえなか ったようで、東京で生活。明治45年没)→ 四郎(一 人娘
八 重子 の婿。 明治末年ないし大正初年牛堀に帰 る。昭和45年牛堀の屋敷を手放 し、四男正男
氏 宅 へ。昭和54年勝田市の長女喜美子宅で没)→ 為経(大 田区雪ケ谷住。昭和57年没)と
な る が 、 文書群は四郎氏が正男氏宅に移 った際に正男氏宅に移 され、その後一時長男の為経
氏 宅 に移 され たが 、現在 は正男氏 宅(横 浜 市旭 区万騎 が原146-13)に 所蔵 され て いる。駒
之丞の代には文書群 は牛堀にあったのか、東京の自宅に移 されていたのかどうかは不明であ
る。須 田本 家文書 の伝 来 につ いては以上 の ごと く、明確 に しえ ない とこ ろ もあ るの だが 、 村
方文書 としての須田家文書は、本家と新宅の両者 の文書群を合わせ ることによって完結す る
もの と理解 されよう。近世における牛堀村や永山村の考察 には、両文書群の検討は不可欠な
もの となろ う。
筆者が最初 に須田本家文書 を見たのは、大田区雪ケ谷の須田家においてであったが、文書
の整理はその後横浜市万騎が原の須田正男家宅において行 った。その文書点数 は冊 ・状 とも
合 わせて大凡290点 とな ったが 、い くつ もの状文書 が貼 られ た巻物 も一 点 と数 え て いるの で、
実際の文書の点数はさ らに増える筈である。文書の整理は、現存す る文書群に即 しなが ら分
類 ・整理 す る こ とと し、冊文 書 につ いて は、 文書 番号 を付 した もの を目録 番号 に よ って 画塾
理する方法 をとったが、文書群全体を分類項 目とそれぞれの点数か らみてみると、以下の こ
と くで あ る。
[冊 之 部]点[状 之 部] 点
土地12村 政 19
村政27出 入 25
村況13絵 図 51
家 一家24年 貢 20
家 一経営19家 一家 31
学芸16家 一経 営 20
(計)111学 芸 13
(計)179
須田本家文書の特徴の一つ としては、新宅文書では写 しによる帳 しかなか った寛永十八年
の牛堀 ・永山両村の検地帳の原物があるほか、寛永以降の年貢割附や皆済目録類のほか訴状
類 等、近世初 頭の文書 が 多 く残存 して いる ことで あ るが、 この ほか、 目につ くも の と して は 、
天保改革期における御用留類や経営関係帳簿類があ り、その時期の須田家の政治的動向や経
営規模等について検討が可能であることである。須田家自体に関 しては、須田為則(茂 十郎
の父)の 筆 になる大部 な 「須田氏秘 録」 一 ～四巻 もあ る。
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近 世初頭の状文書の多 くは巻物に仕立て られて整理 されているが、年貢関係文書の巻物の
最初 の部分には 「須田氏之古文書明和年間二亡失 ス、今わつかに残 るもの拾い上げ永世不朽
候様可致、若潮離響いたし候者、無油断手入致大切二持伝可申者也」.(読点、筆者。以下同 じ)
などと記され、源之丞(,茂 十郎)の 名前が記されている。「明和年間二亡失ス」とは明和年
間に須田家の家運が傾いた時のことを言っているが、「亡失スJと いうわ りには文書は多 く残
っている。また、永山村絵図(203x272mm.欠年)の 裏には内蔵八の妹で佐原の伊能四郎
兵衛妻 となったくミが 「須田茂重郎様御たんせい遊ハ し候絵図、水戸国 らんの時、打込置候
所ば ら々々に相成候に付 き、妻ちうたんせいいたしうら打をいた し、子孫へ伝へ可(マ マ)厚
きおほ しあし有所ゆへ大切二致可事」、「御両親様の為、且御先和様への為、国 らん二村、我
等夫婦の物 たんせい門方ならす、殊二大切の書物類首尾(カ)候 事ハ まったへ私のいっ しん
二てか くまい、親類立合の上子孫へ相ゆつ り申所実正也」 と記 して いる。 これによればその
絵図のみでな く本家文書が佐原の伊能四郎兵衛夫妻に守 られたようにも読めるが、判然 とは
しない。 しか し、須田本家の文書群は代 々の当主そして一族によって守 り伝え られてきた こ
とは確かであろう。
なお、年貢関係文書の巻物のなかには、高倉逸斎編 「田制考証」(文化10年)に 収められ
た牛堀 ・永山両村の皆済 目録類など年貢関係文書 も見いだす ことがで きた。
以下、須田本家文書の目録を掲げるが、文書整理に当たっては小松郁夫 ・栗原四郎両氏の、
目録整理に当たっては新井志帆 さんの助力を得た。末筆なが ら記 して謝意を表 したい。
茨城県行方郡旧牛堀村須田本家文書目録
冊之部【土地】
暴賛 表 題 年 月 日 差出入 ・ 受取入 形態姫 装
葺 常陸国行方郡牛堀村御検地水帳 帳壱冊 寛永18年8月 三野半左衛門他3名 ・ 冊 1 1
2
常陸国行方郡長山村新田蜘検地水帳
帳猷冊之内本郷共 寛永18年8月 三野半左衛門他3名 ・ 冊 1 2
3 常陸国行方郡長山桝御検地水帳 帳鼠冊内新田 寛永 肥 年8月 三野半左lii門他3名 ・ 冊 1 3
4 常州行方郡牛堀村内永山新開卸検地帳 万治3年3月29日 中野藤左衛門他童名 ・ 冊 1 4
5 牛堤 ・永山両村田昌売買之永留 寛政9～弘化9年 ● 冊 塾 14
6 牛堀 ・永山 ・嶋崎 ・赤須寛永御検地水帳写 天保 玉0年6月 須田源之丞 ・ 冊 1 5
7
牛堀・永山両肘寛永年中御縄入以前田方小検見御
引方帳
● 横 6 6～11
冊之部 【村政}
1-1 (平海 。定溜水懸り高ほか書上げ) 承応3年6月 長山牛堀共庄屋喜三郎他6名 。三野半左衛門他 横 且 65
且一2 牛堀村永山共菩提寺祈願書上帳 元縁H年9月14日 庄屋平十郎他4名 ・ 横 1. 65
艮一3 牛堀永山共倒立山分付共二東詰帳 天和2年 夏1月17日 ● 横 1 65
1-4 (寅御歌人巳ノ御敵通人分書上) 寛文5年4月10臼 o 横 1 65
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2
永留 同村氏神鎮座井寺院除地持高破却寺立寺
等棟札野寺 什々物或別当訳語祈祷師而寺社掛一
巻
寛文3年 目リ
牛堀永山両吋庄屋隅田 じ
姓 冊 【 5置
3 永留 元禄 ・宝永 ヨリ酒造役金請取繍帳 安永5中 年 牛堀村庄屋須田姓 ・ 小櫛 1 13
4 南郡行程継己 寛政10年U月写 須田姓 ・ 小横 亜 董5
5 橋橘金指出通帳 文政3年12月 牛場村 ・ 小横 蓋 16
6 潮来御領寓手控 天保2年 大御山守源之丞 ・ 小横 1 1了
7 御国御巡見衆案内老者応答次第書 天保9年閏卯月29日 大御山守須田源之丞 ・ 冊 1 23
8 (中納言退隠一一件留) 天保10年10月20日武田彦九郎他 ・ 冊 i 54
9 天保年中御検地御用勤日記 天保12・13年 須田茂十郎 ・ 小横 1 22
10 天保御改正御用永留 天保 艮2～弘化4年 須田源之丞 ・ 細 1 24
11 他村越石御年貢上納諸懸銭納方帳 二冊之内 嘉永 元年11月 o 横 1 30
12 潮来御領村々酒造桶改帳 嘉永4年12月 大鋤II守須田源之丞 。 小横 i
13 潮来御領村役人名前 嘉永6年3月 大御山守須田源之丞 ・ ノ1・横 亘
34
35
14 御用留 嘉永6年6月 須田源之丞 ・ 冊 1 52
15 潮来御領村 庄々屋姓名録 鼎永7年 須田氏為則 ・ 冊 1 56
16 〔長州征伐下知書その他早書) 慶応 元年5月4A , 岡 亘 106
17 〔天明7年より村役人任命書及び褒状類綴) 慶応2年3月 ● 横 1 as
18 (名主手拍} 慶応2年 e 小横 1 59
19 諸帳簿引継目録 明冶17年7月3日 旧戸長浅野助之丞他 ・戸長畑豊美2名 冊 1 95
20 諸帳簿器械引謎目録 明X19年3月 置2日
牛堀村他4ケ村連合元 戸長代理書記須田駒之
■
戸長畑豊美 丞 冊 1 9A
響
21 (村役 ・出精人 ・賊徒追討その他褒状類綴) ・■ 潰 三 47
22 長山醤組高之覚 ● 横 1 57
23 (御目附様諸入用賄帳} ● 績 1 62
24 引継関渉窪願 須田戸長 ・ 冊 1 77
25
一
(長州関係風聞書ほか綴) 卯5月 ● 綴 亘 69
26 僚師風聞書) ● 綴 1 90
27 堀田優優方略認 ● 小横 1 9亘
辱
.一6一
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冊之部【封泥】
1 延享4毎牛堀村人別元帳 延享4年卯3月 ヰ堀村庄屋政右衛門 ・御郡御奉行所様 冊 1 12
2 境鴨付より栂掛り候魚猟妨出入一件蜜1～5 文政1(亥3月
香取郡堤崎村小前村役 行方郡潮来村相手庄屋
入惣代訴訟人名主七郎 ・太右衛門他5名
兵衛
冊 皇 48
3 諸島直段大図 天保6年末正月 須田源之丞 ・ 小糠 i 18
9 (延方村極窮人等書上〉 慶応3年2月 庄屋小峯孫右衛門他 ・須田源之丞 横 1 44
5 乍恐書付華中上候(困窮入御救願書》 慶応3年2月 履 横 1 45
6 乍恐書付奉申上候(御達二村困窮人等書上) 慶応3年2月 築地村庄屋四書九兵衛 ・大御山守須田源之丞 冊 1 63
7 (困窮人書上断簡)(上戸村 。清水村ほか) 慶応3年2月 上戸勧 ・ 横 1 67
8 (潮来村極窮人取調帳) 慶応3年2月 潮来村庄屋関戸喜右衛 ・御郡奉行所棟
門ほか
冊 1 6f
9 (島崎樹種窮人取調帳) 慶応3年3月 右村与頭庄兵衛 ・大御山守須田源之丞様 横 1 69
u 牛堀村永山共分家取調元帳 須田内蔵八 。 冊 1 55
1i 溜講佐用帳 金主須田喜久衛門、雌 ■話人前島七衛門ほか 冊 1
60
12 (村方仙十郎抱屋敷売買一伴わけ柄書上下書) (文政6～天保11) ● 冊 2 100
冊之部1家一家1
B (須田家由緒書) 〔寛政3年2月) ● 綴 i 97
2 (家父長光翁の直筆)〔須田家御救願書) 嘉永元年冬 須田葛餅 ・ 横 1 96
3 斎藤家甲冑引渡之節書類 安政3年 斎藤重太郎 ・須田源之丞 冊 1 89
4 駒之丞誇蓋祝儀留 慶応3年11月 置5日 ・ 横 i 43
5 閥所土蔵長家其死馬等御払代取立帳 明治 元年12月 佐藤哲三郎,牛堀村庄屋須田重作他 ・菊池忠之介 横 1 73
6 履歴書 明};a4年5月 須田古真姿須田す マ ・ 綴 1 1Ql
7 戸籍謄本(戸主山口虎夫) 昭和i8年3月24日 長崎県大村市大村市長 ・山口尚幸 綴 1 103
8 戸籍謄本(戸主須田四郎) 昭和19年8月 正6棚
茨城県行方郡香澄付値
・
理助役土子英男 綴 i 104
9 履歴書 昭和23年3月 須田四郎 ・ 綴 3 105
10 (須田氏秘録)一之巻(内容)寛政3年5月～ ● 冊 1 26
11 須田氏秘録巻之試(`熔)文政期～ ◎ 冊 1 27
12 須田邸 心線之三(内容)寛文期～ 幽 冊 3 2F
13 須田氏秘記四 ● 冊 1 29
星4 須田家系譜 須田四郎 ・ 耀 含 98
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亘5 (須田家家事記録}(天正～慶応までの記録} , 冊 1 58
16 須田氏永留之事 旧記之内十二冊 為則 ・ 小使 1 71
2i 相続方覚 須田源之丞為則 ・ 冊 i 99
童8 履歴書 須田す ゴ(明冶4年生)・ 綴 3 亘02
量9 平氏芹澤家譜写 , 冊 1 53
冊之部 【家一経営】
1 貸屋敷家賃井麦銭取立帳 天保7年 正月 ● 横 1. 19
2 家続元帳 三冊之内 須田氏本家分 天保i5年正月 ● ノ」・横 1 20
3 貸金取調帳 三冊之内 須田氏本家分 天保15年甲辰春 ◎ 小横 亘 2且
9 牛堀永山他村越石共入附帳爪冊之内 弘化9年n月 o ノ1・横 1 25
5 隠居分 須田氏自他柑高〆帳 嘉永 元年10月 ■ 横 1 33
6
牛堀村永山共御軍貢井金穀納年 控々
(本家 ・隠居 ・新宅別)
嘉永 元年11月 須田源之丞 ・ 横 1 32
7
嘉永元年中年より慶応2年寅迄自他所持高反別
元帳 嘉永元年～慶応2年 須田源之丞 ・ 横
1 31
8
牛堀永山、屋敷・畑 ・山林、他邨二而駈持田畑 ・
山林元控帳爪冊之内 嘉永2年8月 須田本家 ・ 冊 1 49
9
須田氏伝来之酒抹近江屋磯衛門方へ貸置候儀敗
調書上之拍'
安政5年6月 ■ 冊 1 37
10 万手控帳(買物勘定控) 安政7年 玉月 ● 小横 1 38
H 銭費捕方帳 慶応2年2月 ● ノ」横 [ 39
豊2 炭質揃元帳 慶応 轟1月 ● 'N黄 1 44
13 ようす小遣帳 慶応3犀1月 ● 小横 1 4'e
M 慶応三卯利積帳 慶応3卯 年 o 小横 監 41
15 御花費上拍帳 明治2年7月
,
遍照寺門番 ・ 横 峯 74
16 明冶己巳歳錦橋書房経費控帳 明治2年 o 横 1 75
17 諸賢捌 ・這帳 明治3年 重用2日 ● 横 1 76
18 (源之丞酒造株に関する書付) 8 冊 童 63
19 (須田家分及新宅分田畑屋敷名寄}' ■ 冊 1 66
噛
.
■
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冊之部【学芸】
1 裁許律 延享3年 ● 冊 塾 50
2 甲冑名所作物之図 嘉永 元年6月 須田内蔵八 ・ 冊 1 36
3 水戸竹谷氏鉄砲秘伝之書 須田源之丞 ・ 横 1 7G
4 諸道具買入帳(茶道関係) 須田本家 ・ 小横 巳 72
5 金陵謝家司(漢詩) ● 冊 1 79
6 白雲水観書巣詩藁 須田為章著述 。 冊 L ac
7 欝法源術(測量法) ● 小横 藍 81
8 甲冑修復控 ● 小横 i 82
9 京朝集(漢詩) ● 冊 1 83
u (木版本)(往来物) ● 冊 i 84
隻1 探藷考謹一(写本) ● 小憤 1 85
12 探薔看護二(写本) ● 小横 1 86
13 篠薄春燈三(写本) ● 小使 且 87
M 探薄書謹四(写本) ● 小枝 1 88
15 江湖新聞(第6号～7号) ● 冊 1 92
16 聞事記 '須田秋江書 ・ 折本 1 93
状之部 【村政】
1 祖渡し申手形之事(田方小検見二付とりきめ》 延宝5年9月 吉田本組庄屋弥六 ・嶋崎1慷十郎他7名
他7名
状 亘
2
引取申一札之事(境川舟渡之儀二村)
(コ点つづき) 天明4年～天保2年
三嶋村名生次郎兵衛 ・牛堀樋庄屋源之丞 . 状 1
3 取替一札之事(御用宗用以外は止宿等指留二村) 享和3年5月 水戸永隣寺 ・永山付御役人衆中 状 2
4 (村方芸西請取証類綴) 文政10年～天保6年 ・牛堀村庄屋 綴 1
5 (村方教諭書)(父母を大切に、他) 天保8年9月 ● 伏 1
6 差出申一札之事(堀普請入用請取二村) 天保15年7月朔日 境嶋村役人惣代年寄七 ・牛堀村御役人
郎兵衛他一名
伏 2
? 覚 〔霞ヶ浦庭口川凌分闘絵図請取) 安政4年8月 須田重作 ・須田源之丞 状 1
8 (安政5年コロリ流行二付療法書) 安政5年 ● 畷 且
9 覚(同志一同出府二村、金五両借馬》 文久3年m月 吉成恒次郎名代河原 ・須田茂重郎
他3名
.状 1
10
(文久元年水戸小川稽鶏熔碑その他筑波山挙兵
関係文書写) 文久3年
■ 綴 1
11 死骸散書 慶応3年2月. 鯉淵幸蔵代御煙改入学堀村組頭 ・国井鋳治郎 伏 2
一9一
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璽2 覚(天幕 ・解風 ・家形道具頻り証) 寅9月
鈴木石見守内黒沢俊蔵 ・牛堀村役人中
他1名
状 1
13 御書付之独順 9月 ・対々庄屋 綴 1
is (征伐方 ・天拘方水戸周辺配置」図)(下書とも) , 状 2
15 (須田内蔵八在勤中石橋普請その他吉類綴) o 綴 監
伏之部 【出入】
i (慶安～延享訴状類その悔状56点」 慶安～延享 ・ 巻 且
2 (慶安～天明訴状類その他状39点) 慶安～天明 ● 巻 ヨ
3 差上申一札之事(字中浦一件裁許二付連判) 明和8年n月19日
下総国香取郡三崎舛吹 笛陸国牛堀村半兵衛他・
郎兵緯弛3名6名 状 1
4 差上申内済街謹文之事(漁猟指障出入二村) 文政5年 正月 香取郡上須田村久兵衛 ・他 状 1
5 潮来村持添二重谷鰭Jll漁場出入済口等(前鍛欠) 文政10年～天保5年 ● 状 3
6 差上申済口証文之事(魚猟場御銭辞書) 文政10年12月 夏日
香取郡境崎村七郎兵衛 ・御評定所他 状 1
7 乍恐以書付申上候(網代漁一一件二村) 文政11年8月8日 永山村惣右衛門他1名 ・御目付様方御役所 状 1
「
8 乍恐以書付申上候(網代漁一件二村) (文政U)子9月8日 永山村惣右衛門他置名 ・御目付様方御役所 状 1
9 差上申一札之事(出入地所地改二{・∫}(銭失} 文政U年10月26日 永山村孫左衛門 ・ 状 1
10 差上申一札定事(網代建て一件二村訴状) 文政12年9月2日 永山村.惣右衛門 ・御評定所 状 1
11 差上申一札之事(網代場境界二村訴訟) 文政12年9月2日 永山付惣右衛門他 。御評定所 状 1
12 差上申一札之事(漁場出入裁許二村一..・札) 文政12年9月17日 香取郡境崎村七郎兵衛永山村喜源次他1名 ・
他1名
状 塵
13 為取替申一札之事(漁場出入裁許二村一礼) 文政12年9月 永山村喜源次他2名 ・ 状 i
14 乍恐以口上書奉申上候{漁場出入一性二河下書} 文政12年 雪 状 1
15 差上申渡口謹文之事(網代場.一.件) 文政13年5月2!日 香雲郡墳崎村七郎兵衛 ・御評定所
他ス名 状 1
16 為取替議定一札之事 く水行直御普請二村議定) 天保2年3月 新治郡志崎村長左衛門 ■
他8名 状 1
互7
,
乍恐以書付次第具二華中上候(酒造廃業一件) 天保2年3月 源之丞 ・ 綴 1
t8
御預絵図御裏書之写(大生村等四ケ村と嶋崎村
寺ニケ付言会地糺明裁許) 天保2年9月
o 綴 1
19 為取替申一札定事(刈脚 易青草刈諏 二村) 天保3年4月 伊左部何孫右衛門地連 o印 伏 重
20 為取替申一書し之事(魚漁場堺杭打立二付} 天保9年3月 永山村源之丞他L名 ・ 伏 艮
2( (貸金返済出入一件) 天保6年 ■ 綴 亘
22 (潮来村八太坊檀家出入その他議定書頬) 弘化3年9月 嶋崎村花本坊秀斎他2 ・牛堀村御役人衆中名 状 1
23 (海田、網代猟一件済口証文⊃〔前後欠) 年欠 ● 伏 且
.
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状之部【絵図】
且 (寛文6年裁許絵図写断片) 元文6年2月 ■ 状 聖
2 潮来 ・辻商村地先論内済絵図 文政2年6月 辻村庄屋五郎作他18 ●名 状 1
3 (永山近辺漁場絵区「ト書) 文政5年 】月 須田喜源次 ・ 状 1
4 永山!J漁場之図 文政5年3月 o 状 i
5 (鬼怒川 ・中利根川辺絵図》 文政7年 o 状 i
6
寛文年中御裁許絵図写(板久 ・上戸 。牛堀三ケ村
と境嶋 ・三嶋 。大嶋三ケ村との漁猟争論}
文政!a年6月 須田茂十郎 ● 状 ヨ
7 川波分間絵図 天保2年
水引直観普請卸掛 り御
勘定御吟味役押山甚太 ・
夫他8$
状 i
E 下総国絵図 天保2年 須田源之丞 ・ 状 i
9 (潮流坪改絵図) 文久3年6月 ● 状 i
10 牛堀溜池分間絵図 文久3年8月 須田内蔵八為考仕立 ・ 状 至
璽1 上戸村地先潮来村境絵図 慶応3年4月 ● 状 ヨ
董2 (姥貝市太郎他開拓地分間図》 明治24年 ● 状 2
t3 (永山桝絵 図1大 飯203ミリ×272ミリ ● 状 1
29 富田 ・粗毛両村絵図(下書) , 状 1
塾5 常陸国根毛邨絵図(下書〉 , 状 1
垂6 〔永山・牛堀画材谷田側一箪限田地番人絵図》 ◎ 巻 1
監7 (牛堀村耕地面積地番入り絵図) ・ 状 2
18 (牛堀村耕地 ・屋敷地見取絵図下書) ● 状 1
i5 上戸村新地井水江筋略図 . 状 1
20 (辻栂江筋絵図)
辱
● 状 1
21
(嶋崎・築地 ・大生・大賀 ・釜谷 ・水原野論絵図断
片)
7
○ 状 監
22 (御立山覚書図綴) ● 綴 1
23 (刈流定抗 ・漁場境定抗裁許分間絵図写) 勘定吟味役押山甚太夫 ●
他8名 一
状 1
24 (永山沖1顛蝪絵図) o 状 1
25 (辻新田文化年間新開場絵図} ● 状 1
26 〔下剃tar.反高場坪数入り絵図) 須田源之丞 ・ 状 1
27 大嶋付地内陽湖割合図 ● 状 1
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28 舌州割合之図{下書) ● 状 1
29 舌州割合図 5 状 1
30 (永山村中州村持地他絵図}(不揃) ● 状 童
31 (高浜～日向川村地先附鮒分間絵図)(下書) ● 状 1
32 (中蒲下州歩割図断片) ● 状 1
33 (申蒲下川歩創図断片} o 状 1
'
34 (中蒲下川歩割図下書断片) ● 衰 1
35 (霞ヶ浦落口附州分間図) ● 状 且
36 (霞ヶ浦地続北利根川附寄州分間絵図) ● 状 1
37 (息柄 ・高浜 ・石碑村請地その他中州鞍図下書) ● 状 1
38 常陸川中州割合図下書 ・ 状 艮
39 (常陸川の州地割図) ● 状 1
90 嶋崎左衛門尉居住嶋崎付古城図 o 状 1
41 潮来村弁才天御立山新御陣屋地之岡 ● 状 1
42
(関東御取締出投御下げ二付課候組合その他村々
絵図)
o 状 i
43
(下館 ・結城。古河・下妻・真岡 ・鹿沼・宇都宮 ・
喜連川・佐野 ・茂木・烏山 ・黒羽根・館林等町割
図)
○ 状 1
44 (常陸国絵図}
江戸小伝馬町晶川屋久
●
助板 状
1
45 江戸市中図 、 ・ 状 1
46 (伊勢国技濃 ・一志両部図)(木版) ■ 状 監
A7 (城絵図1 ■
艦
状 1
48 (村絵図その他下書 その1} ● 状 1
49 (村絵図その他下書 その2} o 状 1
状之部 【年貢】・
1 寛永年中御縄入前後皆済御目緑井古書(状2重点ゆ 寛永6年～20年 o 巻 1
2 寛永年中釦縄入前後皆済御目緑井古書(状18点)寛永8年～17年 o 巻 1
3
正保・慶安 ・承応・牛堀長山御年貢天罰付汁皆済
目録(47点)八ノ内
正保元年一承応2年 ■ 巻 1
4 年貢割付(永山村 ・牛堀村} 明暦元年～万治3年 ● 巻 1
5 永山村戌之御年貢可納取付之事(伏4{}点)
.
万治元年～寛文12年 中野藤左衛門 ・ 巻 亘
.一12一
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6 牛堀耐水山村卯御年貢P]納取付之事(20点)(前
後欠)
延宝元年～8年 の 巻 1
7
延宝・天和。貞享長山牛堀御年貢葺皆済目録三巻、
八ノ内(中 ・後欠》(状15点〉
貞享元年～延宝8年 o 巻 1
8 年貢割付 〔牛堀村 ・永山村) 貞享元痒～4年 o 巻 豊
9 永山村辰御年貢可納取付事 元禄元年～蓋1年 鮎沢伊太夫 ・ 巻 1
10 元禄歳中牛堀邨御年貢割付(状is点〉(険欠) 元禄元年～16年 ● 巻 1
11
(元禄元～ 置6年長山牛堀御年貢皆済目録)(状15
点)
元禄2年～15年 ● 巻 1
蓋2 永山村御年貢可納取付之事(5点〉 元禄12年～董6年 ● 巻 i
[3
宝永歳中牛堀永山御年貢皆済目録(状8点)(中・
後欠)
宝永元年～6年 o 巻 1
14
永山村威徳年貢可納取付之事(状9点)(前・中
欠)
宝永2年～正徳4年 ● 巻 i
15 (年貢皆済 目録)(前欠)(状6点》 宝永2年～正徳元年 ● 巻 1
16 (年貢皆済目録)(前失) 宝永2年12月
牛堀村庄屋、組頭惣百小林善五郎 ・
姓
状 1
豆7 (年貢割付)(後欠) 正徳元年～3年 永山村 ・ 状 1
18 永山村未御年貢可納取付之事(状8点)(後欠) 正徳元年～5年 加治伝兵衛 ・ 状 1
19 覚(年貢皆済目録) 正徳2年～5年 o 状 量
20 覚(諸浮役請取証》(状2点) 文政9年
永山村庄屋、組頭惣百鈴木弥左衛門 ・
姓
状 i
状之部 【家一家】
茸 古人文通(26点書簡)須田氏旧記之五 慶安～享保 o 巻 1
2 (分家証文その他6斎} 宝暦～文政 6 巻 1
3 (花押判断書) 安永5年1217 仲條佐内棺美 ・水無源氏 状 1
4 (花押斬断書) 寛政7年9月 欄 鰻 姻 矧 醜.牛 卿 隅田蔽 衛左仲
状 3
5 (我家の古書紛失なき機数謹書)
、
文政7年 須田喜源次 。 状 1
6 (須田長光墓誌銘拓本) 天保2年4月 東武ξ豊渓榛谷詠謹撰 ・ 状 1
7 「練兵日記12冊」納状 天保IG年6月 吉成又衛門 ・須田源之丞 状 員
8 儀定書(重作建屋役就任二付) 嘉永7年8月28日 本家須田茂十郎他 。 状 1
9 (帯刀御免状写)(折紙) 安政2年9月3日 ・榊原啓助 状 2
10 (牛堀書証小右衛門由緒書他書簡頬6点) 安政3年8月6日 ● 綴 1
1.
万一之節赫々'C碍申渡候事(千代吉縁談・隠居住
居等二村)
慶応2年 璽月15日 源之丞 ・ 綴 1
12 須田源之丞聞所田畠渡高取調帳 明治6年 ● 綴 1
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量3 (家相図断片} 明治14年 ノ1晒竹旺 ・ 状 1
14 地所の建家売渡証 明治25年8月10日 行方郡香澄村須田源八 ・同村須田駒之丞 状 i
15 卒業証書 明治36年6月28日
東京裁縫女学校長渡辺 。須田す窄
蹴 状
1
且6 内藤氏甲冑一件書類 9 巻 t
17 内藤氏文書 ● 巻 1
18 水戸 藤一郎内藤君文書 o 巻 }
19 内藤氏文書 ■ 巻 1
20 斎藤雄一郎 ・佐久間万七 ・佐川弥五郎等書簡 , 巻 1
21 覚(追討御用遠猷納金百両請取証) 内藤儀左衛門他1名 ・須田源之丞 状 1
22 覚(回向料金五十疋請取) 上戸村長国寺納所 ・牛堀村須田源兵衛 伏 1
23 (宰相様より御羽織拝領致二村} 牛堀村源之丞 ・御郡奉行様 伏 且
24 墨附{一刀心陰流執行中他流へ入門勝手二付) ■ 状 1
25 手紙(便覧一額拝領柵成二付) 榊原啓助 ・須田喜代松 状 1
26 手紙(結城寅寿等の好人年来悪計二付) ・江本家中共江 状 1
27 書簡(横浜見物相済二村) o 状 璽
28 (鎮静方申達書簡} ● 状 1
状之部 【家≒経営】
1 (金子借用 ・質地 ・売地証文類63点綴) 寛文11年～天明 ■ 綴 t
2 (永代田地買取二村添書〉 延宝2年 置2月23日 ● 伏 1
3 〈田地証文その弛緩) 延享3年～慶応2年 ● 綴 t
9 (田地譲渡証文31点綴) 宝暦5年～慶応3年 ● 綴 1
5 《質地 ・流地 ・譲渡証文類83点) 享和元年～慶応 ● 綴 L
6 (田地譲渡証文} 文政8年～慶応 ● 状 13
7 借用中米証文之事 明治8年4月23日 牛堀村須田源之丞 ・八筋川付黒田源八 状 i
8 返証(質地請戻証) 明治8年5月 永山村質地預リ主川村 牛堀村三番地須田駒之●茂平他 丞 綴
1
覧
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状之部【学芸】
亘 古今沿革地図 文化12年 立原翠軒 ・ 巻 i
2 秘記分間考 〔測量) 文久2年8月 須田導車書写 ・ 巻 t
3 〔暴行天皇東西征定その地図) ● 巻 1
4
(朝鮮.琉球 ・蝦夷等野方ラフト.カムサスカ・ラ
7コ嶋等数回接壌形勢ヲ見ルタメ小図)
o 伏 1
5 朝鮮八道図 o 状 i
6 〔小笠原嶋の図) ● 伏 1
? (伊豆・八丈島間磁路図} ● 状 1
8 (世界地図) 須旺偽 則 ・ 状 1
9 読華盛頓傳 春縁樵夫江武 ・・ 状 1
艮0 (短冊) o 状 3
H (売物大炮の図) ● 状 1
(かど まえ ・ひ ろ ゆ き)
腎
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